
 
 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

図書だより１月号 
姫路東高等学校 

図書館 
R４．1．１１ 

新着図書  
 

高校数学からはじめるディープラー

ニング 初歩からわかる人工知能が

働くしくみ 

金丸 隆志 

理系女性の人生設計ガイド  

自分を生かす仕事と生き方 

大隅 典子  

大島 まり 

山本 佳世子  

卒業生より寄贈  

枯野 
間森 坦 

（８回生） 

 

１月の休館日 

                 
 

 

 
 

旺文社主催 

第６５回全国学芸サイエンスコンクール 

「学校奨励賞」入賞！！ 

上記のコンクールに読書感想文部門で応募したと

ころ、本校が「学校奨励賞」に入賞しました。 

全国で３５３校の高校が応募する中での受賞です。 

本校を代表して同コンクールに応募した、２年次 

白岩さん、八木さんをはじめ、読書感想文を執筆した

みなさんには記念品が贈られます。 

お楽しみに！ 

 
 
 

クラス対抗  
 Ｂｅｓｔ５！ 

 

図書貸出数ランキング 
 

1位 職 員 組 （ 124冊） 

2位 １年５組 （ ７２冊） 

3位 ２年６組 （ ４７冊） 

4位 ３年５組 （ ３３冊） 

５位 １年４組 （ ２７冊） 

（４月８日～1２月 2３日） 

 

  

 

第四回姫路城学「姫路城の歴史と千姫」 
12月 20日（月） 百周年記念館 

第四回姫路城学では、歴史研究家の黒田美江子先生に来ていただき、千姫の一生を通して姫路の歴史を学

びました。まず、姫路城の立地がとても優れていることが分かりました。四神相応という、風水において良

いとされる土地の条件に姫山は位置し、また姫山そのものの形もよいとされています。千姫は波瀾万丈の人

生を過ごしたと言われ、その中でも穏やかで幸せな十年間をこの姫路城で過ごしました。若い間に二人の夫

を亡くし、大坂や江戸、姫路など多くの場所を転々としなければなりませんでした。祖父の家康に愛されて

いた千姫は、多額の結婚祝いをもらって姫路城にやってきました。そのお金で建てられたのが現在も天守閣

の横にそびえる西の丸です。姫路城が「天から舞い降りた白鷺」によく例えられるのは、西の丸が白鷺の翼

に見えるからだそうです。 

「歴史を学ぶことは命を学ぶこと。」という黒田先生の言葉を大 

切にしながら、この姫路東高校という素晴らしい場所で勉学に励み 

たいと思います。（作成者：Nさん、Nさん、Nさん、Gさん） 

～参加者の感想～（一部抜粋） 

・姫路城は四神相応で山の形も良い場にあることを知り、この地に 

適していることが良く分かりました。（Nさん） 

・姫路城を姫山に建てた理由を知ったとき、姫路は良い場所に位置 

していると改めて思いました。また、地名の由来も物語があり面白 

かったです。（Nさん） 

 

 

 


